
27書籍紹介

book review

「歴史学は役に立たない学問なのか？」著者はこの
問いに対して、「歴史学はおもしろい」と全力

で反論する。高校や大学で未来の国家主権の担い手であ
る生徒・学生を「市民」として育成することはむしろ社会
の役に立つ、と主張する。本書では、学生と教員に対し
歴史学とは何か、歴史学が扱う領域や分野にはどのよう
なものがあるのかを可能な限りまとめている。 1人の研
究者がここまで扱うことができるのか、と思うほど広い
分野を取り上げ、これまでのすぐれた研究成果だけでは
なく、最新の研究動向までも11のジャンルに渡ってまと
めている。
　本書の大きな特徴は、109個にも及ぶ「歴史の公式」と
章ごとに「課題」が掲載されている点である。著者は複雑
で難解な現代社会を理解し、その課題を解決するための
1つの手段として歴史学は役に立つことを一つひとつ
の分野について説明していく。各章の始まりに「公式」を
配置し、歴史学の基礎概念や基本的な考え方を学び、汎
用的な歴史的思考力を身につける訓練を繰り返すことを
求める。その訓練が章のなかに挿入された「課題」や「資
料」である。著者はこれらに取り組むために、歴史学の
論点だけではなく、論点を深めるための指針や新しい切
り口も提供する。読者は「公式」を理解し、「課題」に取り
組むことを通じて著者と対話し、著者からの問いかけに
対して答えを考え、さらに問いに対する自分自身の考え
を深める自問自答を繰り返すようになる。こうして読者
は著者との絶え間ない対話を通して、歴史学のおもしろ
さと重要性を理解することが可能となる。著者からの問
いかけは決して上から目線などではなく、むしろ読者へ
のエールであり、「公式」や「課題」に取り組む読者にどこ
までも優しく、そして希望に満ちあふれている。
　著者は中学・高校の教員に大いに期待している。大学
や研究機関と「市民」との橋渡し役を果たせる立場にいる
教員に対して、これまで「大阪大学歴史教育研究会」や「高
大連携歴史教育研究会」など数多くの活動を実践し、結
果を出してきた著者は、現役の教員と未来の教員にはそ
の役割を果たすことが十分に可能であると信じている。
　最後に、著者がめざす「市民」には、多数派の悪意のな
い無神経が少数派を苦しめないことが求められている。
肝に銘ずべき指摘である。多元的民主主義を実現してい
くために何が必要なのか、私たち教員には何ができるの
かを改めて認識させてくれる良書である。
 （おがわ・まさき／函館ラ・サール中学校高等学校教頭）
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